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第 4巻 第 4号
カンボジアの結核対策
















各村を廻って患者をとにかく発見する｡病 院 に おい
て,患者を発見する｡
患者 1人に対 して,台帳カー ドを作り,病院,保健
所,看護所,各村役場に保存する｡
その家族は無料サービスで,Ⅹをとる｡
発見した患者は,6カ月間,近 くの病院又は看護所
で出来得る限り外来治療をする｡往診は不可能だから
止め,投薬のみ行なう｡
小学校の衛生教育をもっと強化する｡とにかく,坐
理,栄養,疾患の初歩を教える｡
小学校教員にツ反応のテクニックを教え, 1年に1
回施行する｡陽転者は近所の村役場,看護所に連絡す
る｡
どれ一つをとっても,実行するには,恐らくたとえ
ようもない困難な道が待っていよう,又何10年もかか
る事と思われる｡ しかし何より国民は先ず,知らされ
なければならない｡政治の問題,教育の問題,言論自
由の問題,貧困の問題,風土と性格と宗教との問題等
々,そこにも我等にはどうしようもない問題が山積し
ている｡
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